
学習プログラム ３年「算数」 
５月１８日（月）「かけ算 ⑨ プリント」 

①学しゅうのじゅんびをしましょう。 

【 教科書 P24  プリント  ふでばこ  下じき  ノート（後ではります。） 】 

②プリントに日づけ、名前を書きましょう。 

③この学しゅうの、めあてを読みましょう。 

④🌲１の□にあてはまる数を書きましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

⑤🌲２の□にあてはまる数を書きましょう。 

  

 

 

⑥🌲３のもんだい答えましょう。 

 

 

⑦🌲４の□にあてはまる数を書きましょう。 

 

 

⑧答え合わせをしましょう。 

 

 

５月１９日（火）「計算ドリル ８」 
①学しゅうのじゅんびをしましょう。 

【 計算ドリル ドリルノート ふでばこ 下じき  】 

②ドリルノートに日づけを書きましょう。 

③ ①～④は、５×４＝４×５ というように式と□も書きましょう。 

④ ⑤、⑥は、下のように書きましょう。 

⑤ ９ × ５  ９ × ２ ＝   

     ９ ×  ＝   

     あ わ せ て   
⑤ ⑦～⑳は、１０×７＝７０ というように式と□も書きましょう。 

⑥答え合わせをしましょう。 

⑦まちがっているところは、正しい答えを書きましょう。 

あみさんは、 

 ７のだんで、一つ小さい数からもとめる式です。 

 

しほさんは、 

 ７のだんで、一つ大きい数からもとめる式です。 

 

りくさんは、 

いれかえてもとめる式です。 

 

かけられる数をわける考えがありましたね。 

今回は、いくつといくつにわけているでしょうか。 

どんな数にかけても「０」にしてしまうのは・・・ 

何のだんで考えたら出てくるでしょうか。 

次のページも 

わすれないように 

しましょう！ 



５月２０日（水）「計算ドリル ９」 

①学しゅうのじゅんびをしましょう。 

【 計算ドリル ドリルノート ふでばこ 下じき  】 

②ドリルノートに日づけを書きましょう。 

③時こくや時間をもとめましょう。 

  

  

 

 

 

④答え合わせをしましょう。 

 

 

⑤まちがっているところは、正しい答えを書きましょう。 

 

 

 

算数のじゅぎょう用ノートについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回は、「時こくと時間」の学習がはじまります。 

「時こく」は、 

 「９時」や「９時１５分」のことをいいます。 

「時間」は、 

 時こくと時こくの間のことをいいます 

③は、「間」がなくてもいいです。 

 

①じゅぎょうのときと同じように、 

１日見開き１ページを使っていきましょう。 

★もしかしたら、少ししか書かない日があるかも。。。 

だいじょうぶ！！ 

学校がはじまったら、ふく習で使いますよ☆彡 

 

②四角でかこむときは、 

もんだい：黒色  めあて：赤色  まとめ：赤色 で、 

じょうぎを使ってかこみましょう。 

 

 

③見やすいように１行開けて書くなど、自分や友だち、 

お家の人や先生にも分かりやすく書きましょう。 

 

 １４０周年記念キャラクター「とよたまトリオ」からのおしらせでした！！  

 

 

 



５月２１日（木）「時こくと時間①」 

①学しゅうのじゅんびをしましょう。 

【 教科書 P2８、2９  算数用ノート  ふでばこ  下じき  ノート見本  （アナログ時計）】 

  ②ノートの新しいページを開いて下じきをしき、日づけと学しゅうをはじめた時こくを書きましょう。 

③P２８のもんだい１を読んで、ノートに書きうつしましょう。 

✍〈もんだい〉 学校を８時４０分に出て、３０分歩くと商店がいに着きました。 

着いた時こくは何時何分ですか。 

④ノートにめあてを書き、読みましょう。 

✍〈めあて〉 ３０分後の時こくのもとめ方を考えよう。 

 

⑤「時こく」と「時間」についてかくにんしましょう。 

 ノート見本のように数直線で時こくと時間を図に表しましょう。 

⑥もんだいに取り組みましょう。 

 ノート見本のようにノートに書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

④れんしゅうもんだい🌲１に取り組みましょう。 

 ノート見本のように、考え方を書きましょう。 

⑤答え合わせをしましょう。 

右側のページは、学校再開時に使います。ここからは、次のページに書きます。 

 

⑥P２９のもんだい２を読んで、ノートに書きうつしましょう。 

✍〈もんだい〉 学校を８時４０分に出て、３０分歩くと商店がいに着きました。 

着いた時こくは何時何分ですか。 

⑦ノートにめあてを書き、読みましょう。 

✍〈めあて〉 ３０分後の時こくのもとめ方を考えよう。 

⑧もんだいに取り組みましょう。 

 ノート見本のようにノートに書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

⑨まとめを書きましょう。 

✍〈まとめ〉 時こくや時間は、             

        をもとに考えると、もとめやすい。 

９時「ちょうど」までは何分でしょうか。 

９時「ちょうど」までは何分でしたか？ 

あと何分で３０分間になるでしょうか。 

答えは、学習プログラムの下のほうにあります。 

１０時「ちょうど」までは何分でしょうか。 

１０時「ちょうど」までは何分でしたか？ 

１０時１０分までは何分になるでしょうか。 

答えは、学習プログラムの下のほうにあります。 



 

 

⑩れんしゅうもんだい🌲２ 🌲３に取り組みましょう。 

 ノートに答えを書きましょう。 

 （ちょうどの時刻をもとにした考え方を書いてもいいです。） 

⑪答え合わせをしましょう。 

 

⑫ノートに学しゅうを終えた時こくを書きましょう。 

 

 

 

⑬ふりかえりを書きましょう。 

 

こ 

た 

え 

 

 

５月２２日（金）「計算ドリル １０」 

①学しゅうのじゅんびをしましょう。 

【 計算ドリル ドリルノート ふでばこ 下じき  】 

②ドリルノートに日づけを書きましょう。 

 

③ 時こくや時間をもとめましょう。 

  

  

 ①②は、「時こく」です。 

 ③～⑤は、「時間」です。 

 

 

④答え合わせをしましょう。 

⑤まちがっているところは、正しい答えを書きましょう。 

答え １ ９時までは２０分。 ９時から１０分後の時こく。３０分後の時こくは、９時１０分です。 

  🌲１ ８時までは１０分。 ８時から３０分後の時こく。４０分後の時こくは、８時３０分です。 

答え ２１０時までは１０分。１０時から１０時１０分までは１０分。１０時１０分までの時間は、２０分です。 

  🌲２ ４０分 （１１時までは３０分。１１時から１１時１０分までは１０分。） 

  🌲３ ３５分 （１１時までは２０分。１１時から１１時１５分までは１５分。） 

「ちょうどの時こく」でした。時間ではないですよ。 

おまけもんだいです。 

 この学習をした時間は何分(間)でしょう？ 

③～⑤は、「間」がなくてもいいです。 

 

「ちょうどの時こく」をもとに考えましょう。 














